
 

 

 

 

 

 

札幌市は 6月 25日、ワクチン接種の「優先接種対象者」を、直接市民と接する「約 150,000人」に選

定し、条件を設けず、すべての介護サービス事業所の従事者などが、より早く接種できるようにしたほか、

「札幌コンベンションセンター」の接種開始（6月 19日）にあわせて、22日から無料シャトルバスを運

行させ、接種会場をより身近なものにする努力を始めました。 

 

 

国は、ワクチンの優先接種対象を自治体独自に判断する場合、「事業所等の従事者が、新型コロナウイルス感

染症により自宅療養中の高齢の患者等に直接接し、介護サービス・障害福祉サービスの提供等を行う意思を有

する」など、コロナ感染者の介護を要件にしていました。 

人との接触が避けられない介護現場からは、こうした要件は実態に合わず、介護従事者の分け隔てのない優

先接種を求める声が高まりました。 

改善・見直しを求める勤医協福祉会、北海道勤医協本部の代

表とともに 6月 2日、小形香織、佐藤綾の両議員が同席し、市

ワクチン接種担当部長に対し改善を求めました。（写真） 

また、市議会議長宛に、北海道鍼灸会が早期接種を要望する

など広がりを見せ、接種対象がすべての介護サービス事業所な

ど福祉施設従事者や保育士、教職員、あんまやはり師、きゅう

師、感染症対策関連業務の職員、地下鉄やバス、タクシー運転

手などに拡大しました。 

 

 

 

 

6 月 22 日から運行されているシャトルバスは、札幌駅（北口・東側コンコー

ス付近）からワクチン集団接種会場の「札幌コンベンションセンター」を往復す

るシャトルバスで無料です。利用可能な方は、ワクチン接種予約済みの方・付添

の方です。運行時間は札幌駅で 8時 40分からおおむね 5～10分間隔で運行し、

コンベンションセンターからは午前 10時からおおむね 5～10分間隔で運行し、

最終の運行は接種終了時間により変更がありえます。ともに所要時間は約 20分

です。問い合わせ先 0570-00-8835 

日本共産党市議団は 5月 26日、①各区に集団接種会場を 1 か所以上設置し、

会場までの移動支援、②介護施設入所者、サ高住など高齢者施設の入居者と職員

への出張接種、③今後の接種見通しと解説・案内の周知‥‥を求めてきた経過が

あり、関係者の運動や党の取り組みで切り開いたといえます。 
 

このニュースを地域民報への転載や各支部への配布など、積極的に活用してください。 
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「ワクチン接種」より早く近く・関係者の努力実る 

と のために 日本共産党 さっぽろ市議団ニュース 

全介護事業所の従事者、保育士などが接種の優先対象に 

無料シャトルバス運行～札幌駅と会場を往復しています 
「会場までの移動支援を」の申し入れが実現しました


